
乙  第  号 

 

 

  前田新作  学位請求論文 

 

 

 

 

審 査 要 旨 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈 良 県 立 医 科 大 学  



論文審査の要旨及び担当 者 

 

 

論文審査担当者 

委員長 教授 浅田 秀夫 

委員 病院教授 小山 文一 

委員(指導教員) 教授 田中 利洋 

 

主論文 

Intraarterial therapy using micellar nanoparticles incorporating SN-38 in a rat pancreatic tumor 

model 

 

ラット膵腫瘍モデルにおける SN-38 含有ミセル型ナノ粒子を用いた動注療法 

 

  Shinsaku Maeda, Takeshi Sato, Hideyuki Nishiofuku, Shohei Toyoda, Ryosuke Taiji, 

Takeshi Matsumoto, Yuto Chanoki, Tetsuya Tachiiri ,Hideki Kunichika, Masayuki 

Sho, Toshihiro Tanaka. Cardio Vascular and Interventional Radiology . 

2025 年発行予定 



論文審査の要旨 

 

膵癌は化学療法に抵抗性を示す極めて予後不良な疾患であり、新たな治療法開発に期待

が持たれている。動注療法は全身投与と比較して高い奏効率が得られるとの報告がある

が、予後延長は示されておらず、また、隣接臓器における有害事象も問題とされている。

本研究では、ラット膵癌モデルを用いて、ドラッグ・デリバリーシステム(DDS)を用いた

膵動注療法の有用性を評価した。まず、ラット膵癌モデルを作成し、腹腔動脈から動注

薬剤が腫瘍へ分布することを確認した。次に、イリノテカン代謝物である SN-38 を封入

したミセル型ナノ粒子を動注し、腫瘍および正常組織内の薬物濃度を経時的に測定した。

ミセル型ナノ粒子は正常膵実質と十二指腸では、薬剤濃度が動注 5 分後をピークに急速

に減少していたが、腫瘍内には 24 時間高い濃度が維持されていた。また、イリノテカン

動注との比較においても、ミセル型ナノ粒子の薬物動態の有利性が確認された。本研究

で作成したラット膵癌モデルは、今後の基礎研究にもつながる大きな成果であったとい

える。さらに、膵動注療法において DDS の有用性が示されたことは大きな意義があるも

のと考えられる。公聴会では、十二指腸の有害事象対策やミセル型粒子のサイズ調整に

ついて質問されたが、いずれも的確な返答がなされた。本研究成果は、新規膵癌治療の

開発の手掛かりになるものと期待できる。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに画像診断・低侵襲治療学の進

歩に寄与するところが大きいと認める。 
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